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地域密着型金融推進計画の進捗状況（平成１７年４月～平成１８年９月） 
 

士別信用金庫 
 
 当金庫は、平成１７年８月２９日地域密着型金融推進計画を策定し、地元の事業者に対する

支援目標を掲げ、地域経済の再生に向けて取組みを進めて参りました。本計画における主な取

組み事項の本年９月期の進捗状況並びに課題について、以下の通り報告致します。 
 
１．事業再生・中小企業金融の円滑化について 
・平成１７・１８年度は５１企業を経営改善支援先として「金融改革プログラム推進委員

会」と「支援チーム」により改善支援を進めてきました。地域経済がさらに低迷を強め

るなか、平成１８年９月末でランクアップは２先の結果となりましたが、今後もランク

ダウン防止など、より一層の支援強化に努めます。 
・目利き能力・融資能力の向上として、各種手法の定着化・有効活用と人材の育成に取組

みました。今後も継続的な取組みにより、一層のスキル向上に努めます。 
・与信取引に係る顧客説明及び相談・苦情処理については、親身でかつわかりやすい説明

に取組みました。引き続き適切な対応に努めます。 
２． 経営力の強化について 
・収益力の維持・向上に努めました結果、平成１８年９月期仮決算における自己資本比率

は１５．２８％程度と前期末から０．４４ポイント上昇しました。 

・‘’‘‘厳正な自己査定と適切な償却・引当の実施及び信用リスク管理の強化に努めました結果、

同決算における不良債権比率は２．８％程度と引き続き健全性を維持しております。 

・各種事業用ローンを積極的に推進した結果、本年９月期の事業性貸出金残高は１９５億

円と、前期末から３億４千８百万円増加致しました。平成１９年３月末目標残高２００

億円へ向けて、引き続き地元事業者の資金ニーズに積極的に取組みします。 
＊主な事業用ローンの融資実績（平成１７・１８年度） 
・ビジネス活性化ローン  ８億２千７百万円 ・アタック３０ ６億８千２百万円 
・道制度資金「中小企業無担保クイック融資（たんぽぽ資金）」５億円 

３．地域の利用者の利便性向上について 
・ディスクロージャー誌、ホームページを活用し、地域貢献等についての情報開示と内容

の充実に取組みました。引き続き、積極的な取組みを行って参ります。 
・当金庫に対するアンケート調査を定期的に実施、調査結果を活用し「お客様満足度集中

改善キャンペーン」を行うなど経営改善に努めております。また、取組み状況はホーム

ページで公表しております。今後もより多くの皆様の声を反映して行こうと考えており

ます。 
 
以上の通り、本計画の主な取組み結果について取りまとめましたが、当初の計数目標につい

て、当９月末時点において概ね順調であると評価しております。 
 

項  目 平成１９年３月末目標値 平成１８年９月末現在

経営改善支援先数 ５０先以上 ５１先 
自 己 資 本 比 率 １４％以上   １５．２８％程度 
不 良 債 権 比 率  ３％以内 ２．８％程度 
事業性貸出金残高 ２００億円 １９５億円 

 
地域経済がさらに低迷を強めており、業績低下に苦慮する地元事業者に対し、より深度ある

相談業務、より生きた支援ができるよう、今後も役職員一丸となって鋭意取組む所存でありま

す。 
 なお、より詳細な内容については、「地域密着型金融推進計画の進捗状況（詳細版）」及び「経

営改善支援の取組み状況」に記載しております。 
以 上 


